
 
 

 

令和５年１０月１１日 

こども未来部児童相談所開設準備担当 
 

江東区児童相談所基本構想（案）について 

 
１ 策定の目的 

令和７年度以降の区立児童相談所開設に向け、こどもを取り巻く現状と課題

を整理するとともに、虐待の未然防止や早期発見から、児童の自立支援までの

一貫した支援体制の構築に向け、江東区が新たに設置する児童相談所の基本方

針や考え方を示すため。 

 

２ 基本構想（案）の内容 

資料 22-2「江東区児童相談所基本構想（案）」のとおり 

 

３ これまでの検討経過  

令和４年度、基本構想を策定するにあたり、児童相談所移管推進会議及び専

門部会において、児童相談所の理念やあり方の方向性などを検討し、有識者検

討会議でいただいた意見を反映しながらとりまとめを行った。 
令和５年２定厚生委員会にて基本構想（素案）の報告を行った。 

 
（参考）令和 4 年度の検討体制 

児童相談所移管推進会議

児童相談所と
子ども家庭支援センター

のあり方専門部会

設置市事務
専門部会

有識者
検討会議

作業部会 作業部会

各専門部会での検討内容は、
有識者検討会議を経て
児童相談所移管推進会議で決定

 
（参考）有識者検討会議 構成委員 

1 委員長 松原　康雄 明治学院大学名誉教授 社会学部社会福祉学科

2 副委員長 山田　不二子 医師、認定NPO法人チャイルドファーストジャパン理事長

3 委員 坂井　隆之 明星大学 教育学部 教育学科特任教授

4 委員 鈴木　秀洋
日本大学大学院 危機管理学研究科教授

日本大学 危機管理学部教授

5 委員 都留　和光 二葉乳児院  院長

6 委員 中板　育美 武蔵野大学  看護学部 学部長 教授

7 委員 三崎　高治 荒木・西畑・三崎法律事務所、東京都児童相談所非常勤弁護士
 

 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

令和６年２定：厚生委員会にて「江東区児童相談所基本計画（素案）の報告 
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